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第Ⅲ章 訪れてよかった観光地  ­­­  受入れ態勢を整える 

１『最北の自然と歴史歩み館（仮称） 』--- 稚内地域の観光中核施設 

（１）最北の自然・歴史・リアルタイムの地域情報を紹介 

稚内には、訪れた人々に稚内の魅力ある自然と固有の歴史を詳しく紹介する 

地域観光の中核規模の施設がない。観光客は、稚内を訪れる前に知った以上の 

地域情報を知ることが難しい状態である。より多くの、そして旅心を誘う興味 

深い地域の情報を稚内に訪れてからも知ることができれば、観光客は宗谷岬を 

観るだけで帰ることなどはないだろう。そして、出発前に予定していなかった 

ポイントへも訪れるだろう。観光地を気ままに回遊することにも、観光の楽し 

みがある。また、地域の側も観光客に長時間留まってもらい、より多くのポイ 

ントを巡ってもらいたいと思っている。それが起きないのは、情報を提供して 

いないからであり、観光振興を進めるには、観光地稚内には観光情報提供の場 

が不可欠である。 

また、稚内を訪れた自家用車やレンタカーの観光客はどこをどう移動すると 

目的のポイントへどれくらいの時間で到達するのか知ることは困難である。稚 

内が観光客に訪れてもらいたいポイントは、カーナビの地図で検索できるとは 

限らない。また、稚内は観光地作りとして、これからも観光資産、活動メニュ 

ーの発掘を継続し、それらを紹介する場が求められている。 

さらに、稚内まで長時間移動してたどり着き、これからポイントに向かうに 

は日の入りの時間も知る必要があるだろう。今後振興が期待される冬季観光で 

訪れた観光客は道路状況も知りたい。 いわゆる観光地・観光施設情報ではなく、 

観光行動に必要で刻々と変わるリアルタイムな地域情報も個人旅行対応の観光 

地づくりとして提供しなければならない。 

こうした点から、稚内の観光・地域総合情報提供の場として、観光情報提供 

の中核施設を設けることが求められる。国立公園内には自然に関する情報提供 

の施設としてビジターセンターがあるが、稚内がもうける中核施設は観光振興 

の立場からより機能的に総合的で規模の大きなものが想定される。ここでは、 

その呼び名を仮に『最北の自然と歴史歩み館（仮称） 』とする。 

（２）アクセスと歴史を考慮した立地条件 

『最北の自然と歴史歩み館（仮称）』の立地条件は、利用者である観光客の利 

便性と、稚内観光のイメージの両者に適合していなければならず、その主要な 

条件を以下に列挙する。 

・自家用車、レンタカーでのアクセスが容易 

・歴史的な意味のある地区に立地
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・市の他の計画している動線上かその延長にある 

・宿泊施設など観光客の利用施設に近い 

これらの条件を満たす位置としては、北防波堤ドーム付近が最適である。交 

通アクセスとしては、国道 40 号の末端にあり、駐車場のスペース確保も容易で 

ある。また、稚内市が進めている駅前地区の再開発事業が想定する動線の延長 

上にも当たる。 

歴史的観点からは、北防波堤ドームの存在が重要となる。このドーム堤防は 

歴史的意味を持つ貴重な建造物であるが、現在は周囲にそれに気づかせる類似 

の歴史的建造物等は無く、空間的に孤立して存在しており、今は、説明の碑の 

位置も分かりにくい状況にある。かつて樺太へ渡る連絡船を利用するために 

人々がその下を歩いたドーム堤防の歴史的な意味が理解されにくい状態である。 

この付近に『最北の自然と歴史歩み館（仮称）』を設置することにより、この 

空間の持つ歴史的意味を訴えかけることが可能になり、ドーム堤防の存在が際 

立つことになる。 

（近景） （遠景） 

北防波堤ドーム 

２．訪れる人々をサポートする・ガッカリさせない 

（１）事前の観光・サポート情報提供機能の充実 

稚内観光の主役である個人旅行者に対して、「宗谷岬だけ」ではなく、今後さ 

まざまな観光行動を提唱し、行動の場を提供していかなければならない。 

・具体的な観光活動の情報発信は１年前から 

例えば、今までも犬ゾリ体験や雪上車体験は冬季観光振興事業の情報として 

提供してきたが、それは団体旅行者へ向けての情報発信が主であり、個人観光 

客には身近な情報にはなりえなかった。 

地域観光の主役は個人旅行者であり、その個人個人が観光行動できる場をつ
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くるのが地域観光振興である。そこに、地域の努力が実を結ぶ仕組を用意しな 

ければならない。 

それらの体験など観光客が参加して地域で活動する観光事業は、観光客が実 

際に訪れる１シーズン（1 年）前から、あるいは遅くても半年前から個人観光客 

を対象に発信しなければならない。早くから稚内を満喫するイメージを膨らま 

せ、訪れたいという意思へつながなければならない。シーズンが開始されてか 

ら企画が公表されても、遠方から旅行して参加しようという観光気運を高める 

にはあまりに遅すぎる。 

そして、どうすれば実際に参加できるのか、具体的に情報発信をすることが 

重要である。具体的な方法がわからなければ、実際に参加しようという具体的 

な行動へはつながらない。情報発信の場は、各地でのキャンペーンやキャラバ 

ンに加え、インターネット上でも今まで以上に積極的に発信していかなければ 

ならない。 

・個人旅行客対応の双方情報機能 

個人旅行客は、さまざまな予約をインターネットで行うのが現在主流となっ 

ている。それは今回の稚内の観光ポイントにおける観光客意識調査（アンケー 

ト）でも、宿泊予約に関して明らかになっている。 

稚内は個人旅行客を中心的対象とするために、一方的に観光情報を流すだけ 

でなく、観光情報に関する問い合わせ、上記のような観光活動メニューへの参 

加申し込み受け付け、稚内における宿泊の予約受付けなどを実施しなければな 

らない。とりわけ、オンシーズンの稚内の宿泊は、個人で予約しようとすると 

料金が高く、かつ予約が取りにくいことで有名である。これは、個人旅行客層 

をみすみす捨てていることに他ならない。 

観光振興センターの情報機能の中に、稚内地域の宿泊予約システムを構築し、 

個人旅行客が直接予約を可能にすべきである。個々の宿泊事業者は横の連携で 

協力し合うとともに、旅行エージェントに安価で大量に卸している宿泊を地域 

の予約システムへ振り向けることは、個々の事業者の収益を確実に上げること 

にもつながると考える。 

さらに、アジアからの海外旅行者の立ち上がりは、キャンペーンに応えて訪 

れるチャーター機の団体旅行者から始まると思われるが、全体に外国人旅行者 

の観光形態も個人旅行へと変化している。したがって、外国人観光客の宿泊予 

約も直接受けられるシステムの調査と、運用を検討することが必要である。
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（２）着地での観光活動情報提供の実施 

いままで、個人旅行者を主たる観光客として想定してこなかった結果、現在 

は稚内地域を訪れた観光客への情報量は不足していると思われる。観光は、い 

わば情報をグルメとする行動である。観光を振興するということは、如何に観 

光客が望む情報を提供していくかが重要であるということである。そうした状 

況で、まず最も重要な情報は、稚内で体験できる観光行動の場の具体的な情報 

でなければならない。 

・観光活動提供のネットワーク「わっか連（仮称）」 

訪れる潜在的な観光客に対して発地に向かって観光行動の場の情報を発信し 

なければならないと同時に、着地稚内においてもどんな活動や体験が「今」で 

きるのか、提供される観光行動の場の具体的な活動メニューの情報が具体的に 

利用できる形で知らされなければならない。稚内観光の主役である個人旅行の 

観光客が稚内を訪れても、どのような観光の体験や活動、ガイドが利用でき、 

それに参加するには具体的にどうすれば良いのかを知らされなければ、参加す 

ることは出来ない。フットパスができようとも、犬ゾリ体験が可能でも、雪上 

車で宗谷丘陵を踏破できても、それを知らずに訪れた人々は誰も利用できない 

のである。発地で既にそれらの情報を得てきた観光客ばかりではないのである。 

通常、観光地ではこうした情報は着地で提供されているものである。地域観光 

事業関係者の連携の輪が結ばれてこそ実現できる活動であることなので、ここ 

ではこの仕組を仮に稚内と連携の輪っかを掛けて「わっか連」と呼ぶことにす 

る。
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（３）モバイルを活用した観光ポイントでの情報提供「観光 Wi-Fi（ワイファイ） 」 

本来、観光情報の提供は人的対面によるやり取りで行われるのが理想である。 

しかし、各観光ポイントすべてに観光案内所を設置して、案内員を配置するこ 

とは現実的ではない。現在想定される現実的な配置は、新駅ビル内と、『最北の 

自然と歴史歩み館（仮称）』である。広い稚内の観光ポイントで、観光案内所の 

機能をモバイル技術で補う。これにより、観光客が自ら観光・地域情報を欲し 

い場面で自由に得られるようになる。 

・ほとんどの観光客が使えない携帯電話での情報提供 

モバイル技術を活用した観光情報提供の話題では、携帯電話の利用が即座に 

思いつくが、この方法は実用性に乏しい。最大手携帯電話会社のパケット通信 

を使用するシステムを構築しても、全携帯電話利用者の多くても２割程度にし 

かならない。 不特定多数が利用できるシステムからは程遠いのである。 しかも、 

外国人観光客は、 こうしたシステムを一切利用することが出来ない。 なぜなら、 

一時滞在の外国人への日本の携帯電話の提供が規制されているからである。も 

っとも情報を必要とする顧客層とも言える外国人観光客が、利用できないシス 

テムとなるのである。 

・稚内観光で普及している世界共通規格 Wi-Fi の活用 

最も汎用性が高く、不特定多数を対象とし、外国人も利用可能なモバイル技 

術は、無線 LAN（Wi­Fi、ワイファイ）である。無線 LAN は、一般家庭でも利 

用されているように、完成し、広く普及している世界共通の方式である。した 
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がって、安価に構築が可能である。しかも、稚内市内の宿泊業などではすでに 

無線 LAN 活用に積極的に取り組んでおり、16 軒もの施設が無料の Wi­Fi を導 

入している（FREE SPOT 協議会サイトより）。参考までに、観光地として稚内 

より入り込みの規模が遥かに大きい小樽市の場合、 導入している施設はわずか 7 
軒しかない。稚内における観光情報提供はこれからの課題ではあるが、これは 

いかに稚内の宿泊施設には観光情報提供の下地が出来ているかを表しており誇 

れる事実である。 

宿泊施設等の Wi­Fi は原則ロビーなど屋内で提供されているものだが、観光 

スポットに設置する観光 Wi­Fi は原則的に屋外での利用を目的とするものであ 

る。現在、観光客は宿泊施設においては、有線あるいは Wi­Fi でインターネッ 

ト検索がほぼ可能である。しかし、一歩外へ出るとインターネットでの情報検 

索が不可能になる。日本政府観光局 JNTO も、外国人観光客からこの点につい 

ての不満が多いことを調査から明らかにしている。台湾や香港からの観光客は、 

自国では日常的に Wi­Fi を活用している背景があるためであろう。この状態は 

地域の側から言い換えると、情報提供の場を整備しなければならない。 

・さまざまな機器で多くの人々が利用 
Wi­Fi は爆発的に普及した NetBook Pc やゲーム機、iPhone などのスマート 

フォン、各携帯電話通信会社が普及を図っている Wi­Fi 携帯など、さまざまな 

端末が利用可能であり、利用が遅れていた我が国でも追い風が吹いている。特 

定の携帯電話の利用と異なり、利用者が高額なパケット料金を負担する必要が 

ない上に、外国人を含め多くの人々が利用可能なシステムである。
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・観光振興センターの情報機能の一環として 

観光 Wi­Fi の導入に当たっては、アクセスポイントの設置だけでも観光客は 

情報検索が可能となるが、地域の側からはより積極的な情報発信のメディアと 

して活用する必要がある。すなわち、観光協会またはそれに代わる観光振興セ 

ンターが、情報センターの機能を持ち、観光・地域のデータベースを構築し、 

観光客が観光 Wi­Fiにアクセスした際にその情報を提供できる機能を整備する。 

利用者である観光客の側からは、観光スポットでアクセスすると、まず現れ 

るのがそのスポット周辺の情報や稚内の情報、および関連するリンクが載った 

ポータルサイトとなる。外国人からのアクセスがあった場合は、端末の UA（ユ 

ーザー・エージェント）などから使用言語を判別し、各国語のポータルサイト 

を表示させる。一方的で固定の情報しかない観光パンフレットと異なり、双方 

向の情報がリアルタイムで提供できる観光情報提供として理想的なメディアと 

なる。 

（４）景観・自然環境の保全 

稚内が発信し、 観光客が求めて訪れるのは、 第一に最北端のイメージであり、 

具体的には目の前で現実に展開する自然である。イメージは人の内なるもので 

ある。さまざまな稚内の情報を得ることにより、人はイメージを心の中に構造 

化する。このイメージが観光行動起こさせるもととなり、行動喚起のきっかけ 

が訪れたとき、実際に観光行動が発動される。そして実際に稚内に観光客が訪 

れ、内なるイメージと現実の目の前に展開するあり様との照合が行われるが、 

そのとき最も重要な対象がまず自然景観である。 

・自然景観を守り磨いて資産価値を高める 

自然景観という観光資源は、 人間が作り出したものではない美しさ、 雄大さ、 

あるいは繊細さを自然から借りることで、人に感動を与えるものである。まさ 

に自然は恵みであることを忘れてはならない。つまり、自然を地域観光におけ 

るもっとも重要な対象とするなら、自然が与えてくれる景観を保全し、大切に 

管理していくことが必要である。それは、単に自然保護というだけでなく、地 

域経済を考える観点からもこのことを認識しなければならない。 

店頭の果物は磨かれ、盛り付けられて商品価値が上がると考えるように、地 

域の自然景観の価値をより高めるためには、手を加えないことだけが最善とは 

限らない。 観光客が訪れることで自然が損なわれるなら、 積極的に手を加えて、 

保全・保護を行うことが必要である。 

例えば、国立公園発祥の地であるアメリカのヨセミテ公園では、自然の中に 

通路を設けるとき積極的に舗装を行う。それは、観光客が大勢歩くことで自然 

の土を踏み固め、際限なく植生を破壊することを防ぐのが目的である。日本に 

おける保護湿原の木道設置と通ずる考え方であるが、より広くその考えが適用
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されている。また、自動車が未舗装の道路を走ることで土ボコリを巻き上げ、 

植物の葉を覆い光合成を妨げ、植生に悪影響を与えるのを防ぐためである。一 

方、未舗装の部分は、たとえ悪路を走破するための自転車であるマウンテンバ 

イクでさえ走行は許されないのである。 

稚内の自然景観は素晴らしい。利尻富士の姿を堪能するには、利尻島からで 

はなく稚内からの眺めが最も素晴らしい。四季折々の姿、刻々と変わる時間と 

天候の変化の中で、いつも美しい姿を提供してくれている。こうした素晴らし 

い景観を堪能できる観光ポイントが稚内には多くある。 

しかし、観光客にその景観を心から感動してもらうためには、そこで目にし 

たり耳にしたりする周辺の景観や音などにも十分に配慮することが必要である。 

観光客に対する聴き取りでは、周辺の建物の色や形、音などに対して批判的な 

声が聞かれたことも事実である。 

このため、あらためて各観光ポイントの現状を見直し、必要に応じて改善し 

ていくことは、より本物の自然景観を提供していく上で極めて重要である。 

周辺の構造物や音などが、自然を期待して訪れた観光客に対して、自然の資 

産価値を下げてしまっている可能性もあるということは認識しなければならな 

い。バスから降り、直ぐに立ち去るだけの団体旅行客はそれには気付かないか 

もしれない。しかし、稚内の各観光ポイントを自ら選んで訪れ、余裕を持って 

見渡す個人旅行客の無意識の目には、本来の価値からはずっと低い評価しか得 

られないことにもなりかねない。 

電柱などが林立する稚内公園入り口 電線が中央を横切る利尻富士の眺望
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・野生動物に関する客観的で豊富な情報提供 

一方、観光客には、自然との接触では景観と同様に野生動物との出会いに対 

する期待も大きい。稚内は地域として、観光客と野生動物との出会いを積極的 

に支援している姿勢を示すことも必要である。それは、稚内で野生動物に出会 

えるのは当然であることを示し、それに配慮している姿は、観光客に対して地 

域としての観光行動支援の姿を印象づけるからである。 

出会える可能性のある野生動物に関して、パンフレットやホームページなど 

で示し、出会った場合の注意事項を中心に解説する。観光客は、地域での野生 

動物との出会いに関する心がけに詳しくなることに、地域を訪れた実感と喜び 

を感じるのである。 

説明の中には、多くの観光客が動物への愛着から行ってしまう餌付けは、人 

間と動物の両方にとって深刻な害を及ぼすために、決して行ってはいけないこ 

とであると強調するなど、自然との接触のルールも明確に示さなければならな 

い。なぜなら、自然を目指して訪れる観光客は、自然を守る側に立つことに喜 

びを感じているからである。 

観光客も自然を守る仲間にする ヨセミテ 1990 年の大山火事について知らせる案内板
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景観に配慮されたアメリカ・ヨセミテ国立公園内の管理施設および民間商業施設
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